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永
年
に
わ
た
る
功
績
に
感
謝

日
出
町
功
労
者
表
彰
式

　

永
年
に
わ
た
り
、
日
出
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
日
出
町
功
労
者
表
彰

式
が
文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
個
人
７
人
と
４
団
体
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
お
よ
そ
50
人
が
出
席
し
た
式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
永
年
に
わ
た
る
活
動
の
功

績
と
苦
労
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
日
出
町
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す｣
と
式
辞
を
述
べ
、感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
章
者
を
代
表
し
て
井
上
佐
一
さ
ん
が
「
こ
の
受
章
を
機
に
、
な
お
一
層
の
努

力
と
精
進
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

行
政
部
門

安部　三郎 氏
（藤原中部）

　

日
出
町
消
防
団
員
と
し
て
45
年
の
永

き
に
わ
た
り
町
民
の
生
命･

財
産
を
守
る

消
防
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、そ
の
間
、団
長
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

消
防
防
災
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

芸
術
文
化
部
門

梶原　登 氏
（豊岡新町）

　

日
出
町
盆
栽
愛
好
会
の
中
心
的
指
導

者
と
し
て
、後
進
の
育
成
や
指
導
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、盆
栽
の
普
及
に
精
力
的
に

取
り
組
み
、日
出
町
の
文
化
の
向
上
・
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
地
域
医

療
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、予
防
接
種
や

乳
幼
児
健
診
に
も
率
先
し
て
協
力
さ
れ
、

日
出
町
の
地
域
医
療
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
部
門

上野　源生 氏
（大神中央）

地
域
医
療
部
門

井上　佐一 氏
（豊岡是城）

　

日
出
町
交
通
指
導
員
と
し
て
36
年
の

永
き
に
わ
た
り
早
朝
街
頭
指
導
を
行
い
、

児
童・生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
に
取
り

組
み
、日
出
町
の
交
通
安
全
運
動
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。



社
会
福
祉
部
門

社会福祉法人豊岡保育園
園長　木戸 佳代子 氏

　

昭
和
42
年
の
設
立
以
来
、
乳
幼
児
保
育

日出暘谷フラウエンコール
代表　河野　喜美子 氏

　

昭
和
57
年
の
発
足
以
来
、
町
主
催
行
事

に
積
極
的
に
参
加
す
る
一
方
、瀧
廉
太
郎

音
楽
会
を
開
催
す
る
な
ど
、日
出
町
の
文

化
の
向
上･
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

精
力
的
に
取
り
組
み
、日
出
町
の
文
化
の

向
上･

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

笠置　八重子 氏
（藤原西部）

　

永
年
に
わ
た
り
盆
踊
り
の
指
導
者
と

し
て
学
校
や
企
業
等
を
訪
ね
て
後
進
の

育
成
や
指
導
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
盆
踊

り
の
普
及
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
日
出

町
の
文
化
の
向
上･

発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

塚﨑　瑠璃子 氏
（豊岡長野）

　

日
出
町
文
化
協
会
日
出
民
謡
会
の
中

心
的
指
導
者
と
し
て
、後
進
の
育
成
や
指

導
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、民
謡
の
普
及
に

農
業
振
興
部
門

日出町農協ギンナン部会
部会長　藤本　隆司 氏

　

平
成
元
年
の
ギ
ン
ナ
ン
部
会
設
立
以

来
、
生
産
技
術
の
向
上
・
拡
大
に
よ
り
日

出
町
を
ギ
ン
ナ
ン
の
県
下
最
大
の
産
地
に

ま
で
成
長
さ
せ
る
一
方
、
食
の
安
全
の
確

保
に
尽
力
し
、
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
、

日
出
町
の
農
業
の
向
上･

発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
地
区
婦
人
会
の
中
心
的
指
導
者

と
し
て
、
会
の
育
成･

発
展
と
女
性
の
地

位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
11
年
か
ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
８

年
の
間
、
日
出
町
の
社
会
教
育
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
振
興
部
門

更生保護女性会日出分区
代表者　矢部　納 氏

安部　志津子 氏
（豊岡小浦）

　

永
年
に
わ
た
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
援
助
や
青
少
年
の
健

全
育
成
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
日

出
町
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
永
年
に
わ

た
り
児
童
福
祉
事
業
お
よ
び
子
育
て
支
援

に
尽
力
し
、
日
出
町
に
お
け
る
乳
幼
児

保
育
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。



農
業
部
門

　

日
出
町
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
会
長
、

農
漁
村
女
性
集
団
連
絡
協
議
会
副
会
長
、

県
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会

長
等
歴
任
、女
性
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
食
育
の
推
進
、社
会
参
画
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り
功
労
者
表
彰
式

　

11
月
１
日
に
日
出
暘
谷
高
校
跡
地
で
行
わ
れ
た
、｢

ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り｣

の
会
場

で
、永
年
に
わ
た
り
、日
出
町
の
産
業･

文
化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る「
ひ

じ
産
業
文
化
ま
つ
り
功
労
者
表
彰
式｣

が
行
わ
れ
、産
業
部
門･

文
化
部
門
合
わ
せ
て
６

人
の
方
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

御
手
洗
　

恭
子
　

氏
（
川
崎
内
野
）

水
産
業
部
門

　

漁
協
の
理
事
や
管
理
委
員
と
し
て
漁

場
管
理
や
資
源
保
護
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

長
野
　

茂
義
　

氏
（
日
出
北
浜
）

文
化
部
門

　

さ
つ
き
愛
好
会
発
足
時
か
ら
役
員
を

務
め
ら
れ
、会
員
の
指
導
や
育
成
、
会
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

野
上
　

正
治
　

氏
（
大
神
上
深
江
）

商
工
業
部
門

　

宮
大
工
と
し
て
神
社
仏
閣
の
建
築
、
改

修
を
行
い
、
ま
た
神
楽
面
づ
く
り
等
の
伝

統
技
術
の
継
承
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

山
村
　

恭
彦
　

氏
（
川
崎
西
小
深
江
）

　

平
成
14
年
か
ら
農
協
梨
部
会
長
と
し

て
、
品
質
向
上
や
省
力
化
に
取
り
組
み
、

部
会
員
の
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

大
川
　

文
嘉
　

氏
（
大
神
三
尺
山
）

　

み
か
ん
狩
り
観
光
農
園
を
経
営
し
、
減

農
薬
や
有
機
質
肥
料
の
使
用
な
ど
環
境

保
全
型
農
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

関
口
　

重
信
　

氏
（
藤
原
一
北
）

写真手前左から、受章者の大川さん、関口さん、御手洗さん、
長野さん、山村さん、野上さん



秋の叙勲・危険業務
従事者叙勲を受章

旭
日
双
光
章

　

昭
和
53
年
か
ら
24
年
間
日
出

町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、
議
長
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
54
年
か
ら
現
在
ま

で
29
年
間
、保
護
司
会
も
務
め
ら

れ
る
な
ど
、地
域
の
犯
罪
抑
制
の

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
し
た
感
想
を「
議
員
活
動

中
、ご
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
方
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

は
、微
力
な
が
ら
皆
さ
ま
の
恩
に

報
い
た
い
と
思
い
ま
す｣

と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

岡
田
　

良
則
　

氏
（
日
出
佐
尾
）

瑞
宝
双
光
章

　

平
成
７
年
ま
で
の
41
年
間
大

分
県
警
察
職
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
、
別
府
警
察
署
の
勤
務
を
最
後

に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
し
た
感
想
を
「
在
職
中
、

上
司
や
先
輩
、同
僚
を
は
じ
め
地

域
の
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支
援

の
賜
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う

精
進
し
、
地
域
の
た
め
に
少
し
で

も
役
立
つ
よ
う
に
奉
仕
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
30
日
に
日
出
暘

谷
高
校
で
行
わ
れ
た
国
民
体
育
大
会

｢

な
ぎ
な
た
競
技
会｣

で
大
分
県
チ
ー

ム
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し

て
、
10
月
30
日
、
町
内
在
住
の
中
洲

夏
海
選
手
と
亀
井
理
恵
選
手
に
対
し

て
、感
謝
状
と
記
念
の
盾
を
贈
り
ま
し

た
。

　

工
藤
町
長
が｢

日
出
町
と
し
て
も
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
試
合
後
、
２
人
は
「
優
勝
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
い
、
３
年
間
の
努
力
が

実
っ
た
。
応
援
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

宮
本
　

惠
文
　

氏
（
藤
原
自
然
郷
）

国体なぎなた競技　優勝に貢献
優勝できたのは、みなさんのおかげです

写真左から大津監督、中洲選手、亀井選手



3,300坪の見事な日本庭園の中に大正期の豪華な建造物

保存のための寄附金を募る

「的山荘」保存会の設立

　11月 18日、役場で的山荘保存会設立のための第１回世話人会が開催され、町内外
の有志が出席しました。会では、発起人である工藤町長が、「的山荘は、大正初期の歴史
的建造物で町指定の文化財であるばかりでなく、皇族の皆さまや多くの方々にも大変
馴染み深い建造物である。保存会を立ち上げ、的山荘の保存・利活用に努めたい」とあ
いさつしました。この後、出席者の承認を得て世話人会から保存会へ切り替えられ、名
称を「成清記念邸的山荘保存会」としました。
　保存会は、的山荘の維持・保全や施設を利用したイベントなどを行うとともに、これ
らの事業を行うための寄附金募集活動を行います。

的山荘の現状

　的山荘は、馬上金山（山香町）で巨額の富を築
いた成清博愛（ひろえ）氏が大正４年（１９１
５）に建てた別荘で、穏やかな別府湾を一望する
広大な敷地に、和風の豪華な日本家屋、そして別
府湾を借景とした見事な庭園が広がっています。
　的山荘は、昭和３９年に成清信輔（のぶすけ）
氏が料亭として開業し、城下かれいの料亭として
全国的にその名が知られるようになりました。そ
の後、平成３年に町有形文化財に指定されました。
　しかし、現在では料亭を始めた信輔氏が昨年夏
に亡くなったことと、後継者がいないということ
等により、広大な庭園の手入れや建物の維持管理
が困難になりました。
　
保存のための寄附金を募る

　このまま長期にわたり休業を続けると、家屋の

老朽化が進み、庭園の手入れにも影響がでます。
　また、的山荘は日出町の文化財指定を受けてい
ることから、文化財としての価値を損なうことの
ないような適切な保護策が必要です。
　そこで、的山荘保存会を設立し、この貴重な文
化財を将来にわたって保護し、存続させることを
目的に寄附金を募集することになりました。
　寄附金は、「一般寄附」または、「ふるさと寄
附金」としてそれぞれ町に寄附していただき、
「日出町まちづくり基金」に積み立てを行い、的
山荘の維持管理費やイベントを行う際の費用など
に充てます。
　寄附金は、法人・個人問わず随時募集していま
す。多くの皆さま方の浄財をお寄せいただくよう
お願いします。なお、寄附金は税額控除の対象と
なります。

的山荘の活用方法

　町内には、歴史資料を保存し、一般公開する展
示施設がありません。そこで、的山荘のような文
化的建造物を利用できないか検討しています。ま
た、建物だけでなく庭も文化財指定を受けてお
り、３，３００坪の見事な庭園を「城下かれい祭
り」など大イベントは
もちろん、音楽会や地
元の方々が中心となっ
て行う小さなイベント
まで行政・民間を問わ
ず幅広く活用していく
考えです。

豪華な日本家屋の的山荘

別府湾を一望・見事な庭園

●問合先　商工観光課　☎７３－３１５８



日出町農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の配布
　

日
出
町
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
配
布

を
、
12
月
中
旬
に
区
長
を
通
じ

て
行
う
予
定
で
す
。

　
●
有
資
格
者
の
条
件

　

日
出
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
満

20
歳
以
上
（
平
成
21
年
３
月
31

日
時
点
）
の
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で

　

農
業
を
営
ん
で
い
る
人
。

②　

①
と
同
居
し
て
い
る
親
族

　

で
、
年
間
農
業
従
事
日
数
が

　

60
日
以
上
の
人
。

③　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で

　

農
業
を
営
む
、年
間
農
業
従
事

　

日
数
が
60
日
以
上
の
農
業
生

　

産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社

　

員
。

●
申
込
期
限

　

１
月
10
日
（
土
）

　

条
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
１
月
に
入
っ
て
も
申

請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い

場
合
、選
挙
権
が
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

提出しない場合、選挙権がなくなることがあります 農業委員会　☎７３－３１２５

税務課からお知らせ

●
償
却
資
産
の
申
告

　

固
定
資
産
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
１
月
中
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
の
申
告
か
ら
、

申
告
書
の
様
式
変
更
と
耐
用
年

数
省
令
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
出
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
12
月
上
旬
に
送

付
す
る
償
却
資
産
申
告
書
の
資

料
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
取
り
壊
し
の
届
出

　

12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し

た
家
屋
（
付
属
建
物
を
含
む
）

に
は
、
来
年
度
以
降
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

取
り
壊
し
た
こ
と
の
確
認
作

業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

１
月
30
日
ま
で
に
届
け
出
を
し

て
下
さ
い
。

　

法
務
局
で
滅
失
登
記
を
し
た

人
は
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
未
登
記
家
屋
の
届
出

　

未
登
記
で
家
屋
を
建
て
た
場

合
や
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が

変
わ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。

償却資産の申告・家屋の取り壊しの届出・未登記家屋の届出 税務課資産税係　☎７３－３１２３

小規模貯水槽水道の維持管理
　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
高

層
建
物
の
多
く
は
、水
道
水
を
い

っ
た
ん
受
水
槽
に
く
み
上
げ
、各

戸
に
給
水
し
て
い
ま
す
。こ
の
受

水
槽
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
施

設
を
「
貯
水
槽
水
道｣

と
い
い
、

受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥
以

下
の
も
の
を｢

小
規
模
貯
水
槽
水

道
」
と
い
い
ま
す
。

●
小
規
模
貯
水
槽
水
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
管
理

　
・
１
年
以
内
ご
と
に
、貯
水
槽
や

　

高
架
水
槽
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ

　

う
。

・
１
年
以
内
ご
と
に
、蛇
口
か
ら

　

で
る
水
の
色
や
に
ご
り
、に
お

　

い
、味
、
残
留
塩
素
な
ど
の
水

　

質
検
査
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
水
槽
や
設
備
を
点
検
し
水
道
水

　

が
汚
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

・
人
の
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が

　

あ
る
と
感
じ
た
と
き
は
、
す
ぐ

　

に
給
水
を
止
め
て
入
居
者
に

　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
貯
水
槽
水
道
を
利
用
し
て
い
る

　

場
合
、
上
下
水
道
課
で
蛇
口

　

の
無
料
残
留
塩
素
等
の
検
査

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

定期的に水質検査を行いましょう 上下水道課　☎７３－３１３４

児童手当の申請はお済みですか
　

小
学
生
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
手

当
て
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
福
祉
対
策
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、児
童
手
当
に
は
所
得

制
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、一
定

以
上
の
所
得
の
人
に
つ
い
て
は

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
護
者
の
保
険
証

・
保
護
者
名
義
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）

・
印
鑑

●
支
給
額

○
３
歳
未
満
の
児
童

　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

○
３
歳
以
上
の
児
童

・
第
１
子
、
第
２
子　

　
　
　
　
　

 

５
，
０
０
０
円

・
第
３
子
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

小学生までの児童を養育している保護者へ支給されます 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１



年末年始・藤ケ谷清掃センターのゴミ受け入れ時間

●
と
こ
ろ　

　

豊
岡
６
０
６
０
番
地
43

●
構
造　

中
層
耐
火
構
造

●
家
賃　

　

１
６
，
１
０
０
円
〜

　

２
６
，
６
０
０
円

●
駐
車
場　

１
台
の
み

（
月
額
２
，
０
０
０
円
）

＊
下
水
道
設
備
有
。

●
募
集
期
間　

　

12
月
１
日
（
月
）
〜
26
日

　

（
金
）

●
抽
選
日　

　

１
月
16
日
（
金
）
９
時
30
分

　

〜
役
場
３
階
３
３
２
会
議
室

●
応
募
資
格　

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

１２月３１日～１月４日までは家庭ごみの収集業務は休みです 生活環境課　☎７３－３１２８

藤ケ谷清掃センター　☎６７－６１１１

県営住宅入居者募集

県
内
に
住
所
を
有
す

る
、
又
は
勤
務
先
が

県
内
に
あ
る
こ
と
。

①
入
居
者
の
合
計
所
得

が
年
額
２
４
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

③
入
居
者
名
義
の
持
ち

家
が
な
い
こ
と
。

④
独
立
し
て
生
計
を
営

ん
で
い
る
こ
と
。

⑤
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
。

⑥

日出豊岡住宅１戸（２階） 都市建設課管理係　 ７３－３１７２

　

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
対
象
者
の
接
種
期

限
は
３
月
31
日
で
す
。

●
定
期
接
種
対
象
者

・
第
１
期　

生
後
12
カ
月
以
上

　

24
カ
月
未
満

・
第
２
期
　

平
成
14
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生

・
第
３
期
　

平
成
７
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生

・
第
４
期
　

平
成
２
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生

●
定
期
外
接
種

　

２
歳
か
ら
７
歳
５
カ
月
ま
で

　

（
第
２
期
対
象
者
を
除
く
）

　

で
、こ
れ
ま
で
に
、
１
回
も
麻

　

し
ん
や
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、無
料

　

で
接
種
で
き
ま
す
。

麻しん・風しんの予防接種について
３月31日が接種期限です。お早めに 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

＊１２月の粗大ごみの申し込みは、１２月１２日までにお願いします。

可燃ごみ

不燃ごみ
粗大ごみ

12月29日 30日 31日 1月1日 2日 3日 4日

8時30分～
　　  17時

9時～15時 9時～15時 9時～12時

8時30分～
　　  17時

8時30分～
　　  17時

8時30分～
　　  12時休 休

休休 休 休

8時30分～
　　  12時

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

太　

田 

藤
内　

瞬
し
ゅ
ん

希き 

男 

真
彦

太　

田 

長
野　

寛ひ
ろ

也や 

男 

克
也

長　

野 

和
田　

琢た
く

杜と 

男 

彰
二 

中
の
三 

佐
藤　

梨り

央お 

女 

力
彦

西
の
二 

得
丸
さ
く
ら 

女 

正
義

西
の
二 

西
元　

杏
あ
ん
ず 

女 

圭
介

西
の
三 

佐
藤　

心ま
な

翔と 

男 

正
康

仲　

町 

小
西　

和わ

歌か 

女 

直
樹 

辻
間
団
地
北 

田　

侑ゆ
う

弥や 

男 

徹

辻
間
団
地
北 

上
村　

里り

颯さ 

女 

昌
宏 

【
日
出
】

上
仁
王 

佐
藤　

匠た
く

海み 

男 

幸
二

上
仁
王 

黒
田　

伸し
ん

悟ご 

男 

隆
史

東
仁
王 

江
藤　

実み

優ゆ 

女 

喜
隆 

【
藤
原
】

南　

部 

堀　
　

泰や
す

佳か 

女 

晃
誠

南　

部 

末
房　

侑ゆ

珠ず 

女 

英
樹

【
川
崎
】

則　

次 

髙
木　

海み

音お 

女 

渉 

辻
の
尾 

藤
田　

愛あ
い

菜な 

女 

徳
仁

成　

行 

佐
藤
穂ほ

乃の

花か 

女 

常
二

西
小
深
江 

財
前　

蓮れ
ん 

男 

孝
昭

西
小
深
江 

佐
野　

煌こ
う

太た 

男 

拓
郎

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

（10月受付分）
（敬称略）



統計調査にご協力をお願いします
　

12
月
31
日
を
調
査
日
と
し

て
、
平
成
20
年
工
業
統
計
調
査

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

全
事
業
所
を
対
象
に
、
日
本
の
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
各
行
政
施
策

の
企
画
・
立
案
の
た
め
の
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
事
業
所　

　

日
出
町
で
製
造
業
を
営
む
全

　

て
の
事
業
所

●
調
査
期
間　

　

12
月
中
旬
〜
１
月
中
旬

＊
お
答
え
い
た
だ
い
た
調
査
票

　

の
内
容
は
法
律
で
厳
重
に
保

　

護
さ
れ
て
お
り
、統
計
以
外
の

　

目
的
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

＊
調
査
員
は
大
分
県
の
発
行
し

　

た
調
査
員
証(

顔
写
真
入)

を

　

携
帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思

　

わ
れ
た
方
は
、
調
査
員
に
調
査

　

員
証
の
提
示
を
求
め
る
か
、
問

　

合
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
内
・
町
内
の
お
役
立

ち
情
報
満
載
の
平
成
21

年
度
版｢

日
出
町
民
手
帳｣

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
手
帳
は
、
町
の

あ
ゆ
み
や
さ
ま
ざ
ま
な
統

計
情
報
、
行
政
機
関
や
医

療
機
関
の
一
覧
表
、
役
場

の
業
務
紹
介
、
速
見
イ
ン

タ
ー
か
ら
の
高
速
道
路
料

金
表
な
ど
、
町
の
情
報
を

よ
り
多
く
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

サ
イ
ズ
は
横
９
㎝×

縦

15
㎝
で
５
０
０
冊
限
定

で
す
。

●
販
売
期
間　

１
月
16

　

日
ま
で(

完
売
次
第
、

　

終
了
し
ま
す
）

●
販
売
場
所
　

総
務
課

●
価
格
　

５
０
０
円

工業統計調査が実施されます 総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

日出町民手帳(大分県民手帳）を販売します
県内・町内のお役立ち情報満載です

総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

　

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の

は
、
保
護
者
が
仕
事
等
の
理

由
で
児
童
を
家
庭
に
お
い

て
、
十
分
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場

合
で
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
〜
２
月

　

16
日
（
月
）
ま
で

●
提
出
期
限
　

・
保
育
園
入
園
申
込
書
（
保

　

育
園
、
福
祉
対
策
課
に
備

　

え
付
け
）

・
保
護
者
の
就
労
証
明

＊
会
社
員
は
勤
務
先
の
雇
用

　

証
明
。
自
営
業
の
人
は
民

　

生
委
員
の
証
明
。

・
保
護
者
の
平
成
20
年
分
の

　

源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告

　

な
ど

●
提
出
先
　

役
場
福
祉
対
策

　

課
・
各
保
育
園

平成21年度　保育園入園の申し込み
継続入園の場合も届け出が必要です

福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

●対象者　
　昭和６３年４月２
日～平成元年４月１
日生まれの人
●とき
　１月１１日（日）
　１０時～１２時
●ところ 　
　町中央公民館
＊日出町に住民票が
　ある人には、別途
　通知します。
＊日出町に住民票が
　ない人で、出席を
　希望する場合は生
　涯学習課まで連絡
　してください。

●問合先　
　生涯学習課　
　☎７３－３１５６

平成21年
成人式

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
豊
岡
】

本　

町 

武
野
ヒ
サ
子 

71 

辻
間
団
地
西 

土
居　

誠
治 

59 

【
日
出
】

北　

浜 

長
野
チ
ヨ
コ 

85 

佐　

尾 

鹿
嶋　

恒
昭 

77

上
仁
王 

阿
南

朝
夫 

82 

【
藤
原
】

東　

部 

河
野　

彪 

85

南　

部 

加
藤　

ケ
サ 

98 

赤　

松 

田
邉
タ
ツ
ノ 

90

【
川
崎
】

宗　

行 

手
嶋　

孝
美 

66

則　

次 

竹
光　

只
光 

87

平　

原 

紺
田　

身
登 

80

【
大
神
】

後　

村 

木
田
マ
チ
ヱ 

95

後　

村 

後
藤
フ
ミ
子 

87

照　

川 

岩
城　

允
章 

87
（10月受付分）
（敬称略）

【
大
神
】

三
尺
山 

阿
部　

心み

咲さ
き 

女 

雅
憲 

片
原
津 

黒
木　

千ち

生お 

男 

新



hiji report hiji report hiji report

　

（
株
）
日
本
ソ
フ
ト
工
業
（
豊
岡
）
に

中
国
か
ら
職
場
研
修
に
き
て
い
る
研
修
生

と
地
域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

10
月
26
日
、
日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
中
国
食
文
化
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
企
画
振
興
課
が
企
画
し
た

も
の
で
、
中
国
人
研
修
生
30
人
と
地
域
の

方
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
中
国
人
研
修
生
に
水
ギ
ョ
ー

ザ
や
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
一
緒
に
調
理
し
、
本
場

中
国
の
味
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

食
事
の
際
、｢と
て
も
お
い
し
い
、
今
度

ぜ
ひ
、家
に
き
て
他
の
料
理
も
教
え
て
ほ

し
い
」と
お
願
い
す
る
参
加
者
も
い
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、中
国
語
と
日
本
語
の
漢
字
の

意
味
の
違
い
な
ど
を
当
て
る
漢
字
ク
イ

ズ
な
ど
も
行
わ
れ
、会
場
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、研
修
生
が
１
カ
月
間
毎
日
練

習
し
た
と
い
う
歌
を
披
露
。｢

し
あ
わ
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う｣
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
後
藤
五
月
さ
ん
は｢

と
て
も

い
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は

外
国
人
と
話
す
こ
と
を
避
け
て
い
た
け

ど
、こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
話
し
か
け
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。中
国
に
行
っ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
生
の
ソ
ン･

デ
ン
ウ
ン
さ

ん
は｢

一
緒
に
料
理
を
し
た
り
、
歌
を
う

た
っ
た
り
し
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た｣

と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
出
町
に
は
現
在
、１
６
２
人
の
外
国

人
が
住
民
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、こ
れ
ら
の
外
国
人
と
地
域
の

方
と
が
交
流
で
き
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

本場中国のギョーザづくり
▲「しあわせなら手

　をたたこう」を歌
　う研修生

中国食文化の集い
料理やクイズ、歌で交流　

～本当に楽しかった～

▲

（
写
真
左
）後
藤
五

　

月
さ
ん　

（
写
真

　

中
）ソ
ン・デ
ン
ウ
ン

　

さ
ん



　

11
月
１
日
、
２
日
の
両
日
、
日
出
暘
谷

高
校
跡
地
と
中
央
公
民
館
で
「
ひ
じ
産
業

文
化
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

産
業
部
門
の
会
場
と
な
っ
た
日
出
暘

谷
高
校
跡
地
で
は
、
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
や
地

産
地
消
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
大
人
気
の
様
子
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地

元
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

　

11
月
９
日
、
豊
岡
法
花
寺
区
の

畑
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
留
学
生
と
地
元
の

方
と
の
交
流
を
目
的
に
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
イ
モ
掘
り
体
験
が
行
わ

れ
、
留
学
生
や
地
元
の
方
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
地
元
の
方
に
指
導
し

て
も
ら
い
な
が
ら
丁
寧
に
イ
モ
を

掘
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
留
学
生
に
郷
土
料
理

や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
天
ぷ

ら
、
蒸
し
イ
モ
な
ど
が
振
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

お
礼
に
留
学
生
が
民
俗
舞
踊
を

披
露
。
石
垣
も
ち
づ
く
り
を
体
験

す
る
な
ど
し
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化

部
門
の
会
場

と
な
っ
た
中

央
公
民
館
で

は
、記
念
講
演

会
や
音
楽
会
、

美
術
作
品
展

な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

イモ掘り体験をする留学生

焼香をする地元の小学生

２
０
０
８
ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り

留
学
生
と
イ
モ
掘
り

脇
蘭
室
祭

見
て
よ
し
　

聞
い
て
よ
し
　

食
べ
て
よ
し

写真①まつりがスタート。テ
ープカットとくす玉割。写真
②大人気のバルーンアー
ト。写真③似顔絵コーナ
ー。写真④美術作品展。

APUの留学生と地元の方が交流

　

11
月
８
日
、
平
道
公
民
館
で

「
第
１
９
５
回
忌
脇
蘭
室
祭
」
が

行
わ
れ
、
地
域
の
方
や
関
係
者
お

よ
そ
50
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
定
平
甲
子
郎
さ

ん
が
「
脇
蘭
室
の
す
ば
ら
し
い
生

涯
を
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い

き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。参
列
者
全

員
で
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
前
萬
里
図
書
館
館
長

の
野
﨑
一
郎
さ
ん
が
「
学
問
の
道

は
知
る
と
行
う
と
に
あ
り
　

〜
蘭

室
先
生
、
肥
後
藩
の
指
導
者
に
〜｣

と
題
し
、
講
和
を
し
ま
し
た
。

　

蘭
室
は
、
１
７
６
４
年
に
旧
小

浦
村
に
生
ま
れ
た
儒
学
者
で
、
郷

里
の
小
浦
で
私
塾
「
菊
園
」
を
開

き
ま
し
た
。

先人の生涯を次の世代に語り継ぐ

①

②③

④



２００８ひじキャンドルナイト

　冬至の日である12月21日に、廃油で作っ
たキャンドルの炎で暘谷駅から日出小学校ま
での道路をキャンドルで明るく照らします。
　また、日出小学校正門前には、特設ステージ
やキャンドルで作る巨大ツリーを設け、さまざ
まな催しを行います。
　出店もあります。

　当日、キャンドルの配置や点火に協力してい
ただけるボランティアの方を募集します。
　協力していただける方は、16時に日出小学
校前の観光案内所に集まってください。

　町内のボランティアの方の協力で、昨年よ
り、2,000本多い5,000本を目標にキャンドル
づくりをしています。

●開催日 12月21日(日）
　　　　　　　・キャンドルへの点灯は17時

　　　　　　　・ステージイベントは18時～

●場　所 日出小学校周辺

●ボランティア募集

5,000本を目標
　　　　　  キャンドルづくり

●問合先　企画振興課　
　　　　　☎７３－３１１６



図書館においでよ　

今月の１冊

定 期 相 談



　

毎
年
、
定
年
に
よ
り
職
員
が
数
名
ず
つ
退

職
し
、
こ
れ
を
補
充
す
る
た
め
に
若
干
名
の

採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
例
年
と
様
子
が
少
し
違

い
ま
す
。
５
人
の
定
年
退
職
者
に
加
え
て
、

10
人
の
希
望
退
職
者
が
で
ま
し
た
。
　

　

さ
ら
に
、
年
度
途
中
の
自
己
都
合
退
職
な

ど
に
よ
り
、
す
で
に
数
名
の
欠
員
も
で
て
い

る
状
況
で
す
。

　

行
財
政
改
革
に
よ
り
、
職
員
数
は
平
成
16

年
度
の
２
３
６
人
か
ら
２
１
１
人
に
ま
で
減

少
し
て
き
て
い
る
状
況
の
な
か
、
こ
の
よ
う

に
多
く
の
退
職
者
が
で
る
こ
と
で
、
平
成
21

年
度
は
か
な
り
多
く
の
職
員
を
採
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

円
滑
な
業
務
運
営
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

採
用
計
画
を
立
て
、
す
で
に
平
成
21
年
度
職

員
採
用
の
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

採
用
す
る
職
種
は
、
上
級
と
初
級
の
事
務

職
、
土
木
職
、
建
築
職
、
保
健
師
、
幼
稚
園

教
諭
で
し
た
が
、
建
築
職
に
は
受
験
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
総
受
験
者
数
は
70
人
で
、

そ
の
内
39
人
が
一
次
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

２
次
試
験
で
専
門
試
験
、
作
文
、
体
力
テ

ス
ト
、
面
接
を
行
い
、
最
終
合
格
者
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
か
な
り
の
難

関
を
突
破
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
採
用
試
験
は
公
正

を
期
し
て
厳
正
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

的
山
荘
は
日
出
町
の
貴
重
な
財
産

　

的
山
荘
に
は
、
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
の
頃

に
モ
ッ
コ
ク
の
木
を
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
皇
太
子
さ
ま
も
平
成
７
年
に
マ
ツ

の
木
を
植
樹
。
常
陸
宮
さ
ま
は
昭
和
52
年
に

モ
ミ
ジ
の
木
を
植
樹
さ
れ
る
な
ど
、
皇
族
に

よ
る
記
念
植
樹
が
６
本
あ
り
、
ど
れ
も
立
派

に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
の
町
報
で
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

が
来
県
さ
れ
た
際
、
的
山
荘
の
こ
と
に
つ
い

て
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
。
常
陸
宮
さ
ま
が
植
樹

さ
れ
た
モ
ミ
ジ
の
木
が
成
長
し
た
写
真
を
、

お
付
の
方
に
渡
し
た
こ
と
に
つ
い
て
書
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
水
サ

ミ
ッ
ト
で
皇
太
子
さ
ま
が
来
県
さ
れ
た
際
、

末
綱
侍
従
長
か
ら
「
皇
太
子
さ
ま
は
的
山
荘

の
こ
と
を
よ
く
話
さ
れ
る
の
で
す
よ
」
と
聞

き
ま
し
た
。

　

的
山
荘
は
、
大
正
初
期
の
歴
史
的
建
造
物

で
町
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

今
回
の
国
体
の
開
催
で
、
皇
族
の
皆
さ
ま
に

大
変
馴
染
み
深
い
著
名
な
建
造
物
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
、
大
切
に
保
存
す
る
こ
と
を
考

え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

的
山
荘
を
造
っ
た
成
清
博
愛
（
ひ
ろ
え
）

氏
は
、
明
治
43
年
に
馬
上
金
山
を
開
鉱
し
て

い
ま
す
が
、金
鉱
は
高
品
位
で
大
正
３
年
に
は

日
本
一
の
生
産
高
を
記
録
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
博
愛
氏
は
日
立
精
錬
所
の
久
原
房

之
助
に
対
し
て
佐
賀
関
に
鉱
山
の
精
錬
所
を

建
設
す
る
よ
う
働
き
か
け
、
大
正
５
年
に
東

洋
一
の
高
さ
を
誇
る
煙
突
の
佐
賀
関
精
錬
所

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉱
石
は
茨

城
県
日
立
市
に
送
ら
れ
た
ほ
か
、
佐
賀
関
に

も
送
ら
れ
、
そ
こ
で
精
錬
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
の
日
出
港
は
、
鉱
石
の
積

み
出
し
に
よ
り
、さ
ぞ
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
博
愛
氏
は
、
政
治
、
経
済
界
で

も
大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、

日
出
小
学
校
前
の
公
園
の
顕
彰
碑
に
詳
し
く

碑
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

的
山
荘
保
存
会
が
発
足

　　

的
山
荘
は
、
郡
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
を

務
め
た
成
清
博
愛
氏
の
別
荘
で
し
た
。
　
　

　

こ
こ
に
は
、
刺
し
ゅ
う
で
作
成
し
た
馬
上

金
山
屏
風
な
ど
大
変
貴
重
な
も
の
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

後
年
に
な
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
日
本
庭
園

は
料
亭
と
し
て
活
用
さ
れ
、
か
れ
い
料
理
で

大
い
に
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
り
、
尋
ね
る

多
く
の
方
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
沿
え
ず
、
現
在

は
休
業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
的
山
荘
の
現
状
を
惜
し
み
、

こ
よ
な
く
愛
し
て
き
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
声

を
機
に
、
的
山
荘
保
存
会
を
発
足
さ
せ
、
再

生
を
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
や
各
種
団
体
と
の
連
携
、
協
力
を

得
て
、
歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
暘
谷
城
趾
や

的
山
荘
周
辺
の
景
観
保
全
な
ど
を
通
し
て
観

光
の
拠
点
づ
く
り
、
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
歴
史
的
、
文
化
的
な
資
源
を

特
色
有
る
地
域
文
化
活
動
の
推
進
の
場
と
し

て
活
用
し
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
と
し
て
飛

躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

平
成
20
年
度
職
員
の
退
職
予
定
者

11月18日に立ち上がった保存会

町 政
だより

その

日出町長
工藤　義見

26





　

職
場
で
働
き
な
が
ら
、
家
庭
に
い
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
通
信
制
高
校
で
す
。

▼
学
科
　

普
通
化･

衛
生
看
護
科･

被
服
科

＊
卒
業
を
目
的
と
し
な
い
、
一
部
の
科
目

　

を
１
年
間
履
修
す
る
科
目
受
講
制
度
も

　

あ
り
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

３
月
11
日
（
水
）
〜
24
日

　

（
火
）
正
午
ま
で

＊
転
・
編
入
希
望
者
は
、
受
付
期
間
が
異

　

な
り
ま
す
。

▼
選
考
　

書
類
審
査

＊
学
校
案
内
・
願
書
の
請
求
は
、
郵
便
切

　

手
２
０
０
円
を
同
封
し
て
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
込･

問
合
先
　

〒
８
７
０

-

８
５
０

　

５
大
分
市
上
野
丘
２
丁
目
10
番
２
号
　

　

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校
☎
０
９
７

-

　

５
４
３

-

９
３
３
９

○
視
覚
障
が
い
を
有
す
る
者
。

・
両
眼
の
視
力
（
矯
正)

が
お
お
む
ね
０
・

　

３
未
満
の
者
。
　

・
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の

　

者
で
、
文
字
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が

　

困
難
な
者
。

○
視
覚
障
が
い
に
加
え
、
他
の
障
が
い
を

　

有
す
る
者
。

○
知
的
障
が
い
に
加
え
、
視
覚
障
が
い
を

　

有
す
る
者
。

▼
出
願
期
間　

２
月
16
日
（
月
）
〜
２
月

　

20
日
（
金
）

▼
募
集
要
項
配
布
期
間　

12
月
１
日

　

（
月
）
〜
２
月
13
日
（
金
）

▼
面
接･
適
正
検
査
　

３
月
３
日
（
火
）

▼
学
力
検
査
　

３
月
10
日
（
火
）

▼
合
格
発
表
　

３
月
12
日
（
木
）

＊
視
覚
障
が
い
に
関
す
る
教
育
相
談
を
随

　

時
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
願
書
請
求･

問
合
先　

大
分
県
立
盲
学

　

校
☎
０
９
７

-

５
３
２

-

２
６
３
８

　

文
部
科
学
省
所
管
の
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、『
ち
び
っ
子
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン

島
』
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
礁
の
あ
る
美
し
い
自
然
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
と
お
し
て
仲
間

と
助
け
合
う
楽
し
さ
を
知
り
、
ま
た
在
日

外
国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
す
る
こ
と

で
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
し

ま
す
。

▼
と
き　

３
月
27
日
（
金
）
〜
４
月
２
日

　

（
木
）
　

６
泊
７
日

▼
と
こ
ろ
　

鹿
児
島
県
与
論
島

▼
対
象
　

小
学
２
年
生
〜
６
年
生
ま
で

▼
申
込
締
切
　

３
月
６
日
（
金
）

【
説
明
会
】

▼
と
き　

２
月
21
日
（
土
）
15
時
30
分

　

〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
４

　

-

13

-

８　

オ
ク
タ
ー
ブ
ビ
ル
５
Ｆ

　

会
議
室

▼
問
合
先
　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３

-

３
３
５
９

-

８
４
２
１　

②
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
、
ま
た
は

　

施
工
に
関
し
、
５
年
以
上
の
実
務
経
験

　

を
有
す
る
人
。

③
専
修
学
校
な
ど
で
土
木
課
程
を
修
了
し

　

た
人
、
お
よ
び
公
共
職
業
訓
練
施
設
に

　

お
い
て
配
管
科
を
修
了
し
た
人
で
２
年

　

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人
。

▼
受
付
期
間　

１
月
５
日
（
月
）
〜
19
日

　

（
月
）

▼
受
講
料
　

５
，
０
０
０
円

▼
申
込･

問
合
先
　

上
下
水
道
課

　

☎
73

-

３
１
３
４

　

高
等
学
校
（
普
通
科
）
に
準
ず
る
教
育
、

知
的
障
が
い
教
育
特
別
支
援
学
校
に
準
ず

る
教
育
、
あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
師
を

目
指
し
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
出
願
条
件

▼
試
験
日　

２
月
８
日
（
日
）
12
時
50
分

　

〜
15
時

▼
試
験
会
場
　

大
分
県
教
育
会
館

▼
受
験
資
格　

試
験
日
に
お
い
て
満
20

　

歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
実
務
経

　

験
を
有
す
る
人
。

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
排
水
設
備
工
事

　

な
ど
の
設
計
、
ま
た
は
施
工
の
実
務
経

　

験
（
土
木
・
建
築
・
設
備
・
衛
生
工
学

　

科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
は
２
年
、
そ
の

　

他
は
３
年
）
を
有
す
る
人
。

▼
と
き　

１
月
30
日
（
金
）
〜
２
月
16
日

　

（
月
）
の
間
の
11
日
間
実
施
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
　

つ
る
み
荘

▼
対
象
　

○
別
府
市･

日
出
町･

杵
築
市
在
住
者
。

○
平
成
21
年
１
月
30
日
現
在
、
58
歳
以

　

上
69
歳
以
下
の
人
。

○
研
修
終
了
後
、
警
備
業
務
に
就
職
可
能

　

な
人
。

▼
受
講
料
　

無
料

▼
募
集
期
間　

12
月
２
日
（
火
）
〜
１

　

月
23
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

別
府
市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
☎
24

-

４
０
８
０

今月のお知らせまちの掲示板



　

労
働
契
約
法
等
に
焦
点
を
当
て
、
大
分

労
働
局
雇
用
均
等
室
や
社
会
保
険
労
務
士

を
講
師
に
招
き
、労
働
契
約
法
や
改
正
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
等
に
関
す
る
講
演
を

行
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
16
日
（
火
）
13
時
30
分

　

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
日
出
総
合
庁
舎
２
階

　

大
会
議
室

▼
申
込･

問
合
先
　

　

大
分
県
商
工
労
働
部
労
政
福
祉
課

　

☎
０
９
７

-
５
０
６

-

３
３
５
４

▼
と
き

○
第
１
種
　

１
月
14
日(

水)

〜
16
日(

金
）

○
第
２
種
　

１
月
21
日(

水)

〜
23
日(

金
）

▼
と
こ
ろ　

新
日
鉄
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー

「
攻
玉
寮
」

▼
受
付
期
間　

12
月
８
日(
月)

か
ら

　

〜
１
月
９
日
（
金
）

▼
受
講
料
　

３
３
，
０
０
０
円

▼
申
込･

問
合
先
　

(

財
）
大
分
県
消
防
設

　

備
安
全
協
会

　

☎
０
９
７

-

５
３
７

-

３
１
２
５

　

遺
言
書
、
相
続
関
係
、
農
地
転
用
、
法

人
設
立
、
示
談
書
な
ど
。

▼
と
き
　

12
月
23
日
（
火
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
社
会
福
祉
会
館
中
会

　

議
室

＊
１
組
30
分
程
度
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
５
０

-

３
４
４
４

-

５
６
７
５

　

遺
言
、
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
人
、
交

通
事
故
自
賠
責
保
険
金
請
求
、
内
容
証
明
、

法
人
設
立
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼
と
き
　

12
月
17
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ･

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士

　

会
　

大
分
市
城
崎
町
１

-

２

-

３
大
分

　

県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

　

☎
０
９
７

-

５
３
７

-

７
０
８
９

　

は
し
か
・
風
し
ん
な
ど
の
感
染
症
か
ら

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
！

は
し
か･

風
し
ん
を
は
じ
め
と
す
る
感
染

症
流
行
の
実
態
と
予
防
接
種
に
つ
い
て
の

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
こ
の
時
期
は
、

む
き
出
し
の
水
道
管
が
凍
結
し
、
破
損
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
で
、
凍
結
防
止
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
凍
結
し
や
す
い
場
所　

北
側
の
日
陰
に

　

あ
る
む
き
出
し
の
水
道
管
は
特
に
注
意
。

▼
凍
結
防
止
対
策　

凍
結
防
止
器
具
は
ホ

　

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
買
う
こ
と
で
き

　

ま
す
。
ま
た
、
使
い
古
し
の
タ
オ
ル
等

　

を
巻
い
て
、
ビ
ニ
ー
ル
で
防
水
被
覆
す

　

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。(

タ
オ
ル
等
が
水

　

に
濡
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
）

▼
も
し
、
凍
結
し
た
ら　

布
切
れ
や
タ
オ

　

ル
を
巻
い
て
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

　

て 
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
い
お
湯
を

　

か
け
る
と
水
道
管
を
破
損
さ
せ
る
原
因

　

と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　

上
下
水
道
課

　

☎
73

-

３
１
３
４

公
開
講
座
で
す
。

▼
と
き　

12
月
20
日
（
土
）
14
時
〜
16

　

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
医
師
会
館
７
階　

大

　

会
議
室
　

▼
対
象
　

大
分
県
民

▼
費
用
　

無
料

▼
問
合
先
　

大
分
大
学
小
児
科
　

　

☎
０
９
７

-

５
８
６

-

５
８
３
３

まちの掲示板 今月のお知らせ



　

第
１
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
子
様
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▼
と
き　

12
月
11
日
（
木
）
13
時
30
分

　

〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
・
カ
ト
レ

　

ア
の
間

▼
定
員
　

30
人

▼
内
容
　

「
企
業
の
求
め
る
人
材
と
は
」

　

〜
企
業
の
人
事
担
当
者
を
囲
ん
で
自
由

　

に
ト
ー
ク
〜

＊
無
料
託
児
有
（
要
事
前
予
約
）

▼
申
込･

問
合
先
　

　

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団

　

☎
０
９
７

-

５
３
８

-

７
７
５
５

に
付
加
保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
と
き
に
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
付
加
年
金
額
＝
２
０
０×

納
付
月
数
）

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
の
人
だ
け
で
す
。
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
加
入
後
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
資
格
を
失
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73

-

３
１
２
２

　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
飲

食
店
や
給
食
施
設
等
で
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人
は
、
２
年
に
１
度
「
調
理
師

業
務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
年
が
そ
の
年
で
す
。

▼
提
出
期
限
　

１
月
15
日
（
木
）

＊
用
紙
は
保
健
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先
　

大
分
県
東
部
保
健
所

　

☎
67

-

２
５
１
１

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
保
険
料
の
ほ
か

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
幼
虫

に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気

で
、
か
つ
て
は
致
死
率
30
％
と
非
常
に
恐

れ
ら
れ
た
病
気
で
し
た
が
、
現
在
は
、
有

効
な
抗
生
物
質
が
あ
り
、
早
期
に
発
見
し

適
切
な
治
療
を
行
え
ば
重
篤
な
症
状
に
は

至
り
ま
せ
ん
。

　

大
分
県
で
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発

生
し
ま
す
が
、特
に
11
月
、
12
月
に
多

く
発
生
し
ま
す
。
昨
年
は
県
内
で
12
人

の
患
者
の
届
け
出
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
予
防
法　

藪
地
、
山
林
、
草
地
等
に
で

き
る
だ
け
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

【
や
む
を
得
ず
入
る
場
合
の
注
意
事
項
】

・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋
等
を

　

着
用

みなと朝市の様子

大神深江　みなと朝市

●開催日　12月21日（日）
　　　　  ８時～１０時
●ところ　 大神深江港

　毎月第３日曜日に朝市を開催して
いますが、12月の朝市は、年末年
始用に新鮮な魚介類がズラリと並
びます。
　他にも、野菜や果物、水産加工品
などを販売しています。

今月のお知らせまちの掲示板



　

「
あ
っ
と
ほ
ー
む
ぷ
れ
い
す
」
は
、
障

が
い
を
持
つ
人
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
考
え
、
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
団
体
で
す
。

　

今
回
は
、｢

ア
ジ
ア
料
理
教
室｣

を
開
催

し
ま
す
。
留
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
料
理

を
作
り
、
異
国
の
味
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　

12
月
14
日
（
日
）
11
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー
　

調
理
室

▼
対
象
者
　

障
が
い
の
あ
る
方
。

▼
定
員
　

10
人
程
度

▼
費
用
　

１
，
０
０
０
円

▼
申
込
締
切
　

12
月
８
日
（
月
）

▼
申
込･

問
合
先　

あ
っ
と
ほ
ー
む
ぷ
れ

　

い
す
　

☎
67

-

５
６
２
３

・
む
や
み
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
寝
こ
ろ
ん

　

だ
り
し
な
い
こ
と

・
藪
地
に
入
っ
た
後
は
入
浴
し
、
入
念
に

　

洗
浄
を
行
う
こ
と

・
藪
地
等
に
入
っ
た
１
〜
２
週
間
後
に
発

　

熱
・
発
疹
・
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
等
の
症

　

状
が
現
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
で
受

　

診
し
、
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
立

　

ち
入
っ
た
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
。

▼
問
合
先
　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73

-

３
１
２
１

【
パ
ー
ト
】

●
清
掃
員
１
人
●
介
護
職
員
10
人
●
弁

当
製
造
販
売
１
人
●
選
卵
作
業
員
１
人
●

食
器
洗
浄
員
１
人
●
看
護
職
員
２
人
●
弁

当
製
造
４
人
●
パ
ン
製
造
４
人
●
営
業

（
事
務
員
）
１
人
●
店
内
業
務
全
般
５
人

●
製
造
及
び
補
助
２
人
●
飲
食
店
（
ス
ナ

ッ
ク
）
３
人

【
正
社
員
】

●
看
護
師
８
人
●
ネ
ッ
ト
通
販
業
務
１
人

●
総
務
事
務
１
人
●
介
護
職
２
人
●
工
場

内
作
業
員
３
人
●
工
場
責
任
者
１
人
●
臨

床
検
査
技
師
１
人
●
薬
剤
師
５
人
●
営
業
３

人
●
歯
科
衛
生
士
及
び
助
手
１
人
●
作
業
員

２
人
●
軽
貨
物
自
動
車
運
転
手
２
人
●
ク
レ

ー
ン
運
転
手
１
人
●
農
場
管
理
作
業
員
１
人

●
ル
ー
ト
配
送
１
人
●
医
療
事
務
１
人
●
接

客
・
調
理
２
人
●
墓
石
の
営
業
２
人
●
工
場

管
理
者
１
人
●
歯
科
医
師
１
人
●
浄
化
槽
管

理
及
び
清
掃
業
務
２
人
●
清
掃
員
１
人
●
理

容
師
１
人
●
品
質
管
理
１
人
●
生
産
管
理
１

人▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎
23

　

-

８
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エイズとは
　HIV(ヒト免疫不全ウイルス)に感染して
おこる病気です。感染しても数年は自覚症
状がないまま過ぎますが、だんだん免疫
力が低下し、感染症や悪性腫瘍などにか
かりやすくなります。これらを発症した時点
でエイズ（後天性免疫不全症候群）と診断さ
れます。

感染経路
　主な感染経路は性的接触による感染、血
液による感染、母から子への母子感染等
があります。性的接触による感染が最も多
く、平成19年度は87.8％でした。このよう
な感染経路で誰にでも感染する可能性が
ありますが、日常的な生活では感染する可
能性はほとんどありません。

無料検査
　HIVに感染しても早期発見、早期治療を
受ければ病状の進行を遅らせることができ
ます。保健所では、匿名・無料で検査を実
施しています。
　申し込みが必要です。

申込･問合先
　大分県東部保健所　☎67- 7 0 4 0

12月１日は「世界エイズデー」

まちの掲示板 今月のお知らせ



　先月号でお知らせしたように、今月から「暘谷の恵み　おさ
かな談義」と題して、地元で獲れる豊かな海の幸を、それぞれ
の持ち味を活かした調理方法なども紹介しながら、その特徴や
旬、面白い生態などを毎月このコーナーで紹介していきます。

　いよいよ寒ボラの季節がやってきた。浅瀬に押し寄せ、人目
にもつきやすく、神代の大昔から親しまれてきた魚。
大分県の漁獲量は、日本一を誇る。主産地は、豊前海から国東
半島一帯。日出町は、年間８トン程の漁獲量をあげている。
　日出町誌（昭和６１年刊行）によると、明治１６年、真那井
地先に全国に先駆けて養殖を行い、その年、東京で開催された
第１回博覧会に出品し、褒章されている。

　また、大正中期のころ、マイハシ、カタクチイワシに次ぐ漁獲
量１７トンをあげており、町を代表する魚であったことが記載
されている。
　ボラは成長するにつれて、オボコ、イナッコ、イナ、ボラ、
トドと名前が変わることから出世魚といわれている。
　３歳魚ぐらいまで湾内で取れるが、成長すると外海に出て、
産卵のため、二度と帰らぬ旅に立つ。黒潮の産卵場へと向かう
が、その場所は未だ謎。

　夏は泥臭いが、冬は脂が適度にのり
美味しい。硬いへそは、串に刺して塩
焼きにし、粉山椒をかけると、食通に
はたまらない。
　ボラといえば、カラスミを思い浮か
ぶ。ボラの卵巣が本来の原材料。長崎
や高知でつくられており、本物なら
ば超高級品。効き目は、強精といわれ

ている。食べごろは、これから３月まで。刺身はもちろん味噌煮
もいい。おおきなうろこは厄介だが、内臓にあるへそ（胃袋の一
部）は、コリコリして旨い。やはり海には、宝物が眠っている。

暘谷の恵み“おさかな談義”

珍味のへそ

その１ ボラの話

・刺身
・吸い物
・白子の湯引き
・へそ（胃袋）の串焼き
・煮付け

ボラ料理の
　　  フルコース
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      　内は今年４月１日比

人　 口 28,576 （＋ 15） ＋ 153
　　　 男 13,728 （＋ 9） ＋ 69
　　　 女 14,848 （＋ 6） ＋ 84

世帯数 11,271 （＋ 5） ＋ 117
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12月７日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　14日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611

　　21日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870

　　23日(火) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077

　　28日(日) 江 本 眼 科 28－1700

　　31日(水) 島田内科クリニック 28－0280

１月１日(木) すずらんクリニック 73－2151

　　２日(金) 松本整形外科クリニック 73－2775

　　３日(土) さ く ら 医 院 28－0777

　　４日(日) 金田耳鼻咽喉科医院 28－0810

　　11日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　12日(月) 吉岡内科医院 73－2787

　　18日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　25日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　※診療時間　9:00～17:00
　　※発行後に変更になる場合があります。
　　　各医療機関や日出町健康増進課　
　　　73－3130にご確認ください。

12月の納税等　納期限12月25日(木)
  固  定  資  産  税  ３　期
  国 民 健 康 保 険 税  ７　期
  介  護  保  険  料  ７　期
  後期高齢者医療保険料  ６　期
  上 下 水 道 料  12月分

12月の主な行事

７日(日) 

２１日(日)

・川崎地区ふるさとまつり

　川崎地区公民館　９時～

・大神地区ふるさとまつり

　大神地区公民館　10時～

・ ２００８ひじキャンドルナイト　

日出小学校周辺　17時～

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医


